
市 議 会 だ よ り 第２１０号（�） �014年（平成�6年）�月8日

市
内
で
の
ロ
ケ
の
様
子

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

フ
ロ
ン
等
に
よ
る
大
気
中
の

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
む
と
、

地
上
で
は
有
害
紫
外
線
が
増
え

皮
膚
が
ん
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
い
う
。
紫
外
線
の
増
加
が
子

ど
も
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
を

心
配
す
る
保
護
者
も
多
い
と
考

え
る
。
小
・
中
学
校
で
の
相
談

の
状
況
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

答　

平
成
25
年
度
に
市
内
小
・

保
護
者
か
ら
の
相
談
状
況
と
対
応
は

肌
へ
の
影
響
を
危
惧 

健
康
最
優
先
に
対
応

紫外線と子どもの健康

中
学
校
に
寄
せ
ら
れ
た
保
護
者

か
ら
の
紫
外
線
対
策
に
関
す
る

相
談
件
数
は
、
小
学
校
94
件
、

中
学
校
17
件
で
、
日
焼
け
止
め

等
の
使
用
等
、
い
ず
れ
も
肌
へ

の
紫
外
線
の
影
響
を
危
惧
す
る

内
容
で
あ
っ
た
。
現
在
、
紫
外

線
対
策
に
つ
い
て
国
や
県
の
指

針
等
は
出
て
い
な
い
が
、
今
後

も
個
別
対
応
等
、
児
童
生
徒
の

健
康
を
最
優
先
に
対
応
を
図
る
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

登
下
校
中
の
児
童
生
徒
に
対

す
る
不
審
者
の
被
害
が
市
内
で

増
加
し
て
い
る
。
学
校
で
の
対

策
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
導
入

等
の
対
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

市
で
は
、
教
職
員
に
よ
る

登
下
校
指
導
や
青
色
防
犯
パ
ト

不
審
者
被
害
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か

登
下
校
指
導
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

児童生徒の安全対策

ロ
ー
ル
車
で
の
学
区
巡
回
を
行

い
、
不
審
者
情
報
が
あ
れ
ば
防

犯
課
を
通
じ
て
情
報
を
伝
達
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
は
有
効
な

対
策
で
あ
り
、
登
録
者
募
集
や

組
織
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
導

入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

青
山
博
一
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

保
護
者
が
就
労
す
る
家
庭
に

と
っ
て
、
放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ

は
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
入
所

で
き
な
い
と
保
護
者
が
仕
事
を

辞
め
ざ
る
を
得
な
い
「
小
１
の

壁
」
が
問
題
で
あ
る
。
共
働
き

家
庭
の
増
加
や
地
域
環
境
の
変

化
等
に
よ
り
高
ま
る
需
要
に
対

し
、
放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
に
関

す
る
今
後
の
市
の
対
策
を
問
う
。

保
護
者
の
需
要
に
市
は
ど
う
対
策
す
る
か

学
校
内
設
置
を
基
本
に
対
応
に
努
め
る

放課後保育クラブ

答　

本
市
で
は
、
平
成
14
年
度

よ
り
児
童
の
安
全
を
考
慮
し
、

学
校
内
に
保
育
ク
ラ
ブ
室
を
設

け
て
お
り
、
25
年
度
現
在
で
設

置
は
90
室
、
待
機
児
童
は
い
な

い
。
今
後
も
学
校
の
状
況
を
考

慮
し
つ
つ
、
校
内
で
の
設
置
を

基
本
に
、
児
童
の
健
全
育
成
、

女
性
の
社
会
進
出
等
を
踏
ま
え
、

放
課
後
保
育
ク
ラ
ブ
の
需
要
に

対
応
す
る
よ
う
努
め
る
。

稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

現
在
、
本
市
で
の
子
育
て
相

談
は
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
各
地

域
の
相
談
窓
口
等
で
行
わ
れ
て

い
る
。
よ
り
多
く
の
人
の
悩
み

に
答
え
る
た
め
、
相
談
窓
口
の

一
元
化
、
各
窓
口
で
の
指
導
の

内
容
・
方
針
の
統
一
の
必
要
性
、

あ
る
い
は
メ
ー
ル
相
談
等
時
間

外
対
応
の
充
実
に
つ
い
て
、
市

窓
口
広
げ
る
施
策
の
必
要
性 

市
の
認
識
は

窓
口
間
連
携
強
化
や
メ
ー
ル
相
談
進
め
る

子育て相談

は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

子
育
て
相
談
に
お
い
て
は
、

そ
の
情
報
の
共
有
と
一
元
化
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
機
能
の
充
実

や
各
窓
口
間
の
連
携
強
化
に
努

め
る
他
、
時
間
や
場
所
を
問
わ

な
い
子
育
て
専
用
の
メ
ー
ル
相

談
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
相
談

窓
口
機
能
の
充
実
を
進
め
た
い
。

堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
や
ふ
る

さ
と
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、導
入
時
期
は
い
つ
か
。

ま
た
、
導
入
に
際
し
「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
シ
テ
ィ 

い
ち
か
わ
」
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ク
ロ
ロ
と
バ
ラ
ラ
」
を
活
用

す
る
と
い
っ
た
考
え
は
あ
る
か
。

導
入
時
期
は 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
活
用
は

市
制
80 
周
年
に
向
け
導
入
を
検
討
す
る

ご当地ナンバープレート

答　

本
市
は
平
成
26
年
11
月
に

市
制
施
行
80
周
年
を
迎
え
る
が
、

こ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
市
へ
の
愛
着
度
が
増
す
よ
う

な
、
市
川
ら
し
い
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
導
入
に
当

た
っ
て
は「
ク
ロ
ロ
と
バ
ラ
ラ
」

の
活
用
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
関
係
部
局
等
と
の
調
整
や

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

越
川
雅
史
議
員
（
無
所
属
・
市
民
）

　

本
市
に
は
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
等
の
撮
影
に
適
し
た
舞
台

が
数
多
く
存
在
す
る
。
制
作
側

か
ら
市
が
依
頼
を
受
け
撮
影
可

能
に
な
る
ま
で
の
許
可
手
続
の

迅
速
化
や
予
め
条
件
等
を
整
理

す
れ
ば
利
用
頻
度
は
増
え
る
と

考
え
る
。
ま
た
市
の
地
域
資
源

が
映
像
で
発
信
さ
れ
れ
ば
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
も
有
効
と
考

撮
影
許
可
の
迅
速
化
を
図
れ
な
い
か

窓
口
を
一
元
化
し
速
や
か
に
対
応

ロケ誘致

え
る
が
、市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　

本
市
で
の
撮
影
促
進
に
向

け
、
今
後
、
各
施
設
の
使
用
許

可
手
続
等
の
情
報
提
供
や
、
速

や
か
な
連
絡
調
整
が
図
れ
る
よ

う
、
デ
ー
タ
の
集
約
と
相
談
窓

口
の
一
本
化
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
り
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
も
資
す
る

と
考
え
て
い
る
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

旧
片
桐
邸
は
「
名
前
を
残
し

て
活
用
を
」
と
の
所
有
者
の
意

向
の
も
と
で
市
に
寄
贈
さ
れ
、

コ
ン
サ
ー
ト
等
に
活
用
さ
れ
て

き
た
。
老
朽
化
等
に
よ
り
建
物

は
解
体
さ
れ
土
地
は
売
却
さ
れ

た
が
、
事
前
周
知
は
十
分
だ
っ

た
の
か
。
ま
た
、
旧
片
桐
邸
を

記
録
し
た
写
真
の
活
用
や
、
旧

片
桐
邸
の
名
を
残
す
こ
と
に
つ

広
報
掲
載
等
で
周
知 
展
示
会
実
施
を
検
討

旧片桐邸解体

い
て
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　

旧
片
桐
邸
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
２
月
の
広
報
紙
に
解

体
、
売
却
の
方
針
を
掲
載
し
て

市
民
周
知
を
図
っ
た
他
、
周
辺

住
民
等
に
も
説
明
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
寄
贈
者
で
あ
る
片

桐
氏
を
顕
彰
す
る
た
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
建
物
の
記
録

写
真
や
所
蔵
備
品
の
展
示
会
を

実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

本
市
に
は
、
正
岡
子
規
、
水

原
秋
桜
子
等
の
著
名
な
俳
人
が

訪
れ
、
句
を
詠
ん
で
い
る
と
い

っ
た
歴
史
的
文
化
的
土
壌
が
背

景
に
あ
る
。
市
民
俳
句
大
会
の

他
、
公
民
館
等
の
俳
句
会
も
数

多
く
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

松
山
市
、鎌
倉
市
等
の
よ
う
に
、

気
軽
に
投
句
で
き
る
俳
句
ポ
ス

ト
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

気
軽
に
投
句
で
き
る
俳
句
ポ
ス
ト
を

平
成
26 
年
４
月
を
目
処
に
設
置

市民俳句

市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　

市
民
俳
句
大
会
や
手
児
奈

文
学
賞
に
は
、
毎
年
、
数
多
く

の
投
句
が
あ
る
。
文
化
の
街
市

川
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い

く
た
め
、
平
成
26
年
４
月
を
目

処
に
、
里
見
公
園
や
東
山
魁
夷

記
念
館
、
25
年
７
月
に
開
館
し

た
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
芝
桜

で
有
名
な
郭
抹
若
記
念
館
に
俳

句
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
く
。

周
知
は
十
分
だ
っ
た
か 

名
を
ど
う
残
す

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京

開
催
が
決
定
し
、
大
き
な
経
済

効
果
が
期
待
で
き
る
。
県
と
千

葉
市
は
既
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
本
部
を
設
置
し
て
い
る
。
本

市
の
魅
力
を
高
め
、
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
の
好
機
に
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
で
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
経
済
効
果

は
約
１
５
０
兆
円
、
国
内
総
生

産
を
数
％
引
き
上
げ
る
と
い
わ

れ
る
。
競
技
会
場
が
東
京
臨
海

部
に
集
中
し
、
本
市
は
ア
ク
セ

ス
性
に
お
い
て
優
位
で
あ
る
。

開
催
の
効
果
を
得
る
べ
く
、
県

や
他
の
湾
岸
都
市
と
連
携
し
、

オ
ー
ル
千
葉
で
取
り
組
み
た
い
。

五輪東京開催
プロジェクトチームの立ち上げを

県や他市とオール千葉で取り組む

シティセールス

文 化

子 ど も


